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新
年
の
ご
挨
拶

医
療
法
人
栄
和
会

理
事
長

泉

川

欣

一

新
年
の
お
慶
び
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２１
年
は
激
動
の
年
と
な
り
、
５０
余
年
来
続
い
た
自
由
民
主
党
の
政
権
与
党
が

崩
壊
し
、
新
た
に
民
主
党
が
政
権
担
当
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
の
新

し
い
未
来
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
て
４
ヶ
月
、
政
治
の
流
れ
が
少
し
ず
つ
変
化

し
て
い
る
な
か
平
成
２２
年
の
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
様
方
は
新
春
の
清
々
し
い
気
持
ち
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
の
思
い
を
心

に
期
し
て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
２１
年
４
月
に
メ
キ
シ
コ
に
て
発
生
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
型
（
Ｈ
１
Ｎ

１
型
）
は
我
が
国
に
も
波
及
し
、
わ
ず
か
３
ヶ
月
の
間
に
全
国
的
に
大
流
行
を
来
た

し
現
在
ま
で
罹
患
者
が
１
２
０
万
人
の
多
く
に
及
ん
で
い
ま
す
。

一
方
社
会
情
勢
を
み
ま
す
と
、
小
泉
政
権
に
よ
る
社
会
保
障
費
削
減
を
は
じ
め
と

し
た
政
策
の
不
備
が
、
全
国
的
な
不
況
と
地
域
の
格
差
を
招
き
、
私
た
ち
の
故
郷
島

原
半
島
も
か
つ
て
な
い
程
の
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
疲
弊
し
て
い
る
こ
と
は
紛
れ

も
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

医
療
環
境
に
於
い
て
も
数
年
に
及
ぶ
医
療
費
抑
制
の
な
か
で
、
多
く
の
医
療
機
関

で
十
分
な
医
療
の
提
供
が
不
可
能
と
な
り
、
国
民
の
健
康
管
理
に
多
大
な
影
響
を
も

た
ら
し
、
医
師
不
足
、
病
院
不
足
、
看
護
師
不
足
な
ど
日
々
増
悪
し
て
い
る
現
状
に

あ
り
ま
す
。
今
日
の
我
が
国
の
医
療
費
は
先
進
７
カ
国
の
中
で
最
も
低
く
、
早
急
に

改
善
し
な
け
れ
ば
世
界
に
冠
た
る
医
療
を
保
持
し
て
き
た
我
が
国
の
医
療
は
完
全
に

崩
壊
す
る
で
あ
ろ
う
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
社
会
状
況
の
中
で
の
平
成
２２
年
の
新
た
な
出
発
で
す
が
、

私
た
ち
医
療
法
人
栄
和
会
は
開
設
以
来
培
っ
て
き
た
豊
富
な
経
験
と
高
度
な
知
識
を

持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
中
核
医
療
施
設
と
し
て
そ
の
責
任
を
果
た
し
、
地
域

の
皆
様
に
安
心
し
て
医
療
、
介
護
、
福
祉
を
任
せ
て
頂
け
る
よ
う
に
精
進
と
努
力
を

継
続
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
栄
和
会
の
職
員
の
皆
様
方
に
は
連
日
の
多
忙
な
日
々
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
心
を
一
つ
に
し
て
地
域
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
専
門
家
と
し
て
、

よ
り
邁
進
し
て
頂
く
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
て
新
年
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

栄
和
会
基
本
理
念

「
悩
め
る
人
を
癒
し
、
苦
痛
を
和
ら
げ
、
心
を
慰
め
、
そ
し
て
病
気
の
予
防
を
」

平
成
２２
年
１
月
１
日
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１１月１３日�ウェディング石川ホールで当院の開放型

病床に登録をいただいている病・医院の先生方を対象

に開催しました。講師に長崎の医療法人光晴会病院心

臓血管外科部長 末永悦郎先生をお招きして「糖尿病

患者における冠動脈バイパス術について」のテーマで

講演をしていただき、参加者は当院の職員を含め３０９

名と多く、有意義な研修会でした。

長野政幸先生がながさきハートクリニックより再
赴任してこられました。ながさきハートクリニック
では冠動脈疾患に対し長崎県一ともいえる症例数を
検査・治療されました。
当院におかれましても、その経験を多くの方々の

循環器疾患の治療と予防に役立てて下さると確信し
ています。

循環器内科医師 長野 政幸

こんにちは。今回平成２１年１０月より再赴任してき

ました長野です。前回赴任してきた際は平成１８年６

月１日から平成１９年１１月３０日までの約１年半勤務さ

せていただきました。その時、生を授かった私の一

人息子も、もうすぐ３歳になり島原ではいい思い出

ばかりです。今回再赴任させていただき島原の皆さ

んと出会えたことをうれしく思っています。

島原半島の循環器医療充実を目指し、心血管疾患

の予防・治療に貢献出来れば幸いです。よろしくお

願いします。

冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠動動動動動動動動動動動動動動動動動動動脈脈脈脈脈脈脈脈脈脈脈脈脈脈脈脈脈脈脈３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤ画画画画画画画画画画画画画画画画画画画像像像像像像像像像像像像像像像像像像像
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当院では、心臓を取り囲む冠動脈といわれる血管をＣＴ

にて評価することが出来ます。

冠動脈ＣＴで狭窄部位があることが疑われた際に、本人

だけではなく家族もＣＴ画像をみることが出来ます。

興味がある方は、診察の際にお尋ねください。

第６回地域医療連携研修会開催
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乳がんは
「早期発見・早期診断・早期治療」を！

“がん”と聞くと不治の病を連想しますが、乳がんは普段か

ら注意して自分の体をチェックし、定期的に検診を受けていれ

ば、大事になることを未然にくい止めることができる、もっと

も怖くない病気のひとつです。

それなのに、日本では乳がんで命をおとしてしまう人が年々

増え続けています。現在では日本女性約２０人に１人が乳がんに

罹っています。特に壮年期（３０歳～６４歳）女性の死亡原因のトッ

プになっており、働き盛りを襲うがんともいえます。

当院では、地域の女性の乳がん死亡数の減少に貢献できるよ

う、さまざまな活動や技術の習得に努めてまいりました。今回

は、その一部を紹介します。

今年度は、『マンモグラフィ精度管理中央委員会』の各認定

の更新年でした。『マンモグラフィ検診施設画像認定施設』『検

診マンモグラフィ読影認定医師』『検診マンモグラフィ撮影認

定診療放射線技師』いずれも更新することができました。

また、『日本乳腺甲状腺超音波診断会議』主催の『乳房超音

波講習会』にて実力評価試験を合格しました。

このような活動が認められ、祥伝社出版雑誌『からだにいい

こと』に女性にやさしい乳がん検診クリニックとして、当院が

掲載されました。

また、１１月２９日に有家町コレジヨホールにて『ピンクリボン

フェスタ２００９島原半島』が開催されました。乳がん無料検診や

講演会、映画上映など多くのイベントが行われ、島原半島では

初めてのピンクリボンフェスタでしたがたくさんの住民のかた

に参加していただくことができました。

これからも乳がんでなくなる島原半島の女性が１人でも少な

くなるよう尽力していきたいと思います。



３階病棟は呼吸器、循環器、消化器がメインの病棟です。
一般病棟５６床、亜急性病床４床の計６０床を３チームに分けて、病棟の基本方針「安全・安心な
医療及び看護サービスを提供いたします」をモットーに毎日の看護を提供しています。

ここでチームの紹介をしたいと思います。

Ａチームは、３０１号室や３１３号室（うち個

室８室）を担当しています。

主に準急性期の患者様や、感染症等個室

での治療が必要な患者様を受け持っていま

す。メンバーの看護師は若干年齢層が高め

ですが、患者様がより安心して入院生活を

送れるよう心掛けています。

Ｂチームは、３１５号室から３２１号室（うち

亜急性１室）を担当しています。

リハビリ目的の患者様から急性期の治療

を終え安静目的の患者様を主体に看護して

います。メンバーも新人が多く、新鮮な空

気を感じている日々でございます。毎日、

努力の積み重ねで頑張っております。暖か

く見守ってください。

Ｃチームは、３２２号室から３２７号室を担当

しています。

主に呼吸器・循環器疾患を持ち、尚且つ

厳重な観察の必要な重症の患者様を受け

持っています。

多忙な業務の中でシワが増えても、笑顔（＾＾）を絶やさず患者様や家族の方との対応を心掛
けています。どうぞ、皆様、お気軽に声を掛けて下さい。

内案場職 泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟
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い
き
いい
きき
い
き
いい
きき
健
康
教
室
の
ご
案
内

１
月
１６
日
�

シ
ッ
ク
デ
イ
に
つ
い
て

〜
看
護
師
よ
り
〜

体
調
不
良
時
の
食
事
の
摂
り
方

〜
管
理
栄
養
士
よ
り
〜

３
月
２０
日
�

体
脂
肪
を
測
ろ
う
！

〜
看
護
師
よ
り
〜

食
事
療
法
長
続
き
の
秘
訣

〜
管
理
栄
養
士
よ
り
〜

詳
細
は
毎
月
、
泉
川
病
院
掲
示
板
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
下
さ
い
。

※
３
月
は
昼
食
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
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１０
月
８
日
�

ふ
る
さ
と
伝
承
館

感
染
症
研
修
会

講
演
テ
ー
マ

「
結
核
対
策
」

講

師

�
川
崎
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

川
崎

賢
二

先
生

１１
月
１９
日
�

ふ
る
さ
と
伝
承
館

接
遇
研
修
会

講
演
テ
ー
マ

「
接
遇
力
が
病
院
経
営
を
支
え
る
」

講

師

大
島

昭
子

先
生

第第９９回回初初期期消消火火操操法法競競技技大大会会
第９回初期消火操法競技大会が１０月２３日�に島原復興ア
リーナで開催されました。参加するにあたり消防士の方々の
ご指導を仰ぎ何度も練習を重ねましたが、いい結果に生かせ
なかったのが残念でした。
しかしいままでよりも防火に対する意識などが変わり迅速
に対応して行きたいと思います。
（監督：吉村洋蔵、指揮者：齋藤 司、１番員：大橋一誠、
２番員：島田健雄、補欠：中川洋平）

私
た
ち
栄
和
会
職
員
５
名
で
大
分
県
に
あ
る
久
住

山
（
１
７
８
７
�
）
に
登
り
ま
し
た
。
牧
ノ
戸
登
山

口
か
ら
出
発
し
、
最
初
は
肌
寒
く
ど
こ
ま
で
も
続
く

道
の
り
に
先
が
思
い
や
ら
れ
ま
し
た
が
、
久
住
山
頂

上
に
た
ど
り
着
く
と
雄
大
な
景
色
や
紅
葉
な
ど
が
一

望
で
き
、
足
の
痛
み
や
疲
れ
も
和
ら
ぎ
ま
し
た
。
山

小
屋
で
は
携
帯
電
話
の
電
波
も
届
か
ず
、
満
天
の
星

空
を
見
て
の
ん
び
り
と
し
た
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ど
れ
も
が
東
京
で
育
っ
た
私
に
は
心
と
体
の
活
力
と

な
り
ま
し
た
。
下
山
後
は
温
泉
に
入
り
、
次
は
ど
こ

の
山
に
登
る
？
と
す
っ
か
り
登
山
に
は
ま
っ
て
し

ま
っ
た
私
た
ち
で
し
た
。

久
住
山
登
山

診
療
技
術
サ
ー
ビ
ス
部

薬
剤
課

大
塚

麻
未
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☆３階の菜園にて
カブの収穫 筆ペン倶楽部

９６歳の手習い
上手じゃろ�

「この後２００枚程作り
みんなでおいしく食べました」

栄和会託児所

平成２１年９月、栄和会職員専用の託児所を開設しました。

０歳（産休明け）から３歳までのお子様を大切にお預かり

します。職員の皆さんには安心して働いていただけるよう、

お子様には毎日喜んで来てもらえるよう、託児所スタッフ

一同努力していきます。

医療法人 栄和会 〒８５９‐１５０４長崎県南島原市深江町丁２４０５ TEL０９５７‐７２‐２０１７ FAX０９５７‐７２‐５９１３ http://www.izumikawa.or.jp

横田 功清
（准看護師）

大町 輝子
（託児所）

右田美幸紀
（正看護師）

片山 清子
（介護士）

フォンテ通所リハビリテーションご利用の皆様とスタッフが協力して作成しました。（５１０�×１５４�）

力力
作作
��
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